
 

 

 

 

 

 

 

林小学校の６年生が、SDGｓを入口に未来に向け、持続可能なまちづ

くりを自分たちでも考える“「豊かな未来へ 今を生きる －まちづ

くり計画書をつくろうー」”にチャレンジしています。SDGｓ（持続可

能な開発目標）はよく耳にする言葉です。とても大きな目標だけに、

何から取り掛かったらと考えてしまいます。林小の６年生は、校区の

企業を訪ね、実際に企業が取り組んでいる SDGｓの取り組みに触れる

ことからスタートしました。その中で、自分たちの地域の課題解決に向け、「自分は何をしたら

いいだろう？ 自分はどんなことができるだろう？」と考え、行動していくことが、SDGｓにつな

がっていくと学んだようです。そうした SDGｓのイメージを持ちながら国語科の「町の幸福論」の

学習へ入っていきました。昨年度の林小の６年生は「町の幸福論」を学習した後、自分たちが考

える未来の林地域の姿を考え、地域の方や保護者の方にプレゼンを行いました。今年は地域の未

来を考えるにあたり、林校区ではこれからのまちづくりのために“笑顔・絆・未来～かかわり合

い、健康で、安心して暮らせるまち林校区”をテーマに掲げ、地域のみなさんが話し合って作り

上げた「林校区まちづくり計画書」に目を向けました。そして、まちづくり協議会の会長さんか

ら林校区のまちづくりについて話を聞くなど、「林校区まちづくり計画書」を自分たちの目線で

分析することから自分たちが考える「林校区まちづくり計画書」づくりが始まりました。まちづ

くり協議会さんには「安心・安全・福祉部会」「環境部会」「子ども・歴史部会」「交流部会」

「広報部会」と５つの部会があります。それらを３つのクラスで手分けできるよう「防災」「環

境」「健康・交流」と３つに再編し、その３つの視点から「まちづくり計画書」を考えることに

なりました。まちづくり協議会さんでは、「安心・安全・福祉部会」「環境部会」「子ども・歴

史部会」「交流部会」がそれぞれの視点からイベントを企画し、地域の方に呼びかけ実施してい

ます。これまでは参加する立場でしたが、企画・実施することで、イベントのねらいや実施する

価値を考えるなど、より当事者意識が高まってきたのではと思います。 

それぞれのクラスがイベントを企画したのが次のイベントです。 

６年１組  

「Ｇ（ゴミ）１グランプリ～日本一クリーンな林校区へ～」 

 →林の町に落ちているゴミを集め、集まったゴミでアートをつくろう！ 

６年２組 

 「林スタンプラリーウィーキング」 

  →林校区を楽しく歩きながらみんなで健康になろう！ 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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 やっちゃえ林 ６年生のチャレンジ 

「豊かな未来へ 今を生きる －まちづくり計画書をつくろうー」 



６年３組 

 「防災イベント」 

  →防災クイズ、防災グッズ作り、防災バック、避難シミュレーション、避難所体験を行い   

みんなで防災意識を高めよう！ 

私は最初、イベントだけに目がいき、すごいイベントだなといったとらえでイベントを覗きに

いきました。ところが、このイベントの背景を聞き、林

小の地域を歩く中で生まれた先生方の発想からのカリキ

ュラム・デザインや、実際に動かしていくカリキュラ

ム・マネジメントのこれからがますます楽しみになりま

した。こうしたカリキュラム・マネジメントを可能にす

るのは日常の学年内や校内での対話の深まりなんだろう

なと思います。この単元デザイン、そしてマネジメントから学ぶことはまだまだありそうです。 

こうした６年生のチャレンジは林小のホームページだけでなく、林校区まちづくり協議会の公

式 LINEやインスタグラムでどんどんと活動の様子が発信されています。そんな公式 LINEを紹介

します。地域が子どもたちを包んでくれているんですね。 

2024年 1月 16日版 

こんにちは！林校区まちづくり協議会 広報部会です。 

昨日 15日、林崎漁港にて左義長（とんど）が行われました。しめ縄等の正月飾りや書き初めで書

いたものなどを、組んだ竹と一緒に焚き上げます。今年は林小学校の皆さんが見学に来てくれま

した。 

地域で伝統的な催しがまだ続いていることを、少しでも覚えていてくれたら嬉しいですね。 

 

その後、林小 6年 2組が地域の方の健康のために『スタンプラリーウォーキング』を開催しま

した。各グループのリーダーが先導をつとめ、ポイントでは係がスタンプを押し、更にその場所

の解説を行ってくれました。 

 

寒い中でしたが、6年 2組の皆さん、ありがとうございました。 

自分たちで開催することの大変さも充実感も味わったことかと思いますが、この経験を今後に役

立ててくださいね！ 

 

  さて、明日は 6年 3組の『防災イベント』が開催されます。受付は 10時 30分から、会場は体

育館となります。ちょうどこの日は阪神・淡路大震災から 29年を迎えます。今年は元日からも能

登半島地震がありました。改めて防災について、子ども達と一緒に確認しませんか？ 

更に 19日には 6年 1組による『G（ゴミ）1グランプリ』も開催されます。グループに分か

れ、林のまちなかに落ちているゴミを拾って作品（アート）にするとのこと。結果発表もあるの

で、優秀作品を目指してくださいね！ 

 

寒さが厳しくなっていますので、暖かい格好で参加しましょう。子ども達も頑張っていますの

で、こちらも温かい気持ちで見守ってあげてくださいね。 

※参照）林校区まちづくり協議会公式 LINE 

 



 学校と地域が子どもの学びを通じてつながってきているのがよく伝わってきます。 

 地域を学ぶことは地域とのつながりを深めていくんですね。 

 自宅の本を片付けている中でこんな文に出会いました。地域を学ぶ意義を再確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは「明石こそ わがふるさと」（発行：神戸新聞総局 昭和 47年発刊）

の“はしがき”からの抜粋です。この“はしがき”を書かれたのは明石のコミ

ュニティづくりを推進された衣笠 哲 市長です。この“はしがき”は古さなど

感じさせないもので、ふるさとを学ぶ意義を再認識させられます。地域とつな

がり、ふるさとを学び、ふるさとから学ぶカリキュラム・デザインを考えるき

っかけになればと思っています。            （文責：北本） 

2024年 1月 23日版 

 

こんにちは！ 

林校区まちづくり協議会 広報部会です。 

 

先週の『はやしふれあいサロン☆』には、たくさんの方が来てくださいました！未就学児か

ら、ご年配の方まで様々な年代の方が触れ合える時間となりました。 

来月は 15日（木）に開催予定です。皆さまお誘い合わせの上、お越しくださいね。 

 

林小 6年 3組による『防災イベント』と 1組による『G1グランプリ』、どちらも寒い中でした

が、子ども達がまちのためを思い、イベントを考えてくれたことは、今後のまちづくりにも役立

つ事と思います。 

皆さん、ありがとうございました。 

※参照）林校区まちづくり協議会公式 LINE 

 

ふるさとは、わたしたちのくらしの基盤であるとともに、なにものにもかえがたい心の支えで

もあります。 

 ふるさとに生まれ、育てられ、そして生きていくわたしたちです。ふるさとから受ける有形無

形の影響の深さは、はかり知ることができないと思います。ちょっと自分の心のなかをふり返っ

てみても。人格形成のうえに果たすふるさとの力の大きさを考えないわけにはいきません。もの

の考え方、感じ方の根はふるさとによって培われたものだといえましょう。 

 それゆえにこそ、ふるさとをたいせつに守り、より望ましい方向に発展させていかねばなりま

せん。 

 わが明石は、自然に恵まれ、ゆたかな歴史をきざみながらすすんできたまちです。むかしか

ら、住みよい土地として人々に親しまれてきました。この土地に生きた祖先の感情や考え方、今

日の明石というまちを育ててきたのです。それらをさらに発展させ、子孫に引き継いでいかねば

なりません。それが、いま明石に生きているわたしたちの義務といえましょう。緑と太陽のこの

明石を、さらに健康としあわせを約束してくれる住みよいまちにつくりあげていきたいもので

す。 

 そのためには、明石がどんなにしておいたってきたのか、いまのようすはどうであるかを知る

ことがたいせつです。・・・・・ 


